
 

１．評価の経緯 
宇宙開発委員会は、「宇宙開発に関する重要な研究開発の評価に

ついて」（平成１５年６月４日 宇宙開発委員会決定）により、宇宙

開発を効率的かつ効果的に推進するため、「宇宙開発に関するプロ

ジェクトの評価指針」（平成１３年７月 宇宙開発委員会決定。以下

「評価指針」という。）等に基づき、平成１６年度に実施予定の重要

な研究開発について、計画・評価部会において評価を行うこととし

た。 
Ｈ－ⅡＡロケット輸送能力向上については、計画・評価部会のも

とにＨ－ⅡＡロケット輸送能力向上評価小委員会を設けて評価を行

い、その報告を受けて、計画・評価部会にて本プロジェクトに関す

る評価をとりまとめることとした。 
（本部会への調査審議付託文書及び本部会及び評価小委員会の開催

状況を、参考１及び参考２に示す。） 
 
 
２．評価方法 
 平成１６年度概算要求に向けて、プロジェクトの目標や効果、実

施体制等について評価した。 
 Ｈ－ⅡＡロケット輸送能力向上は、Ｈ－ⅡＡ増強型として開発（実

施フェーズ）へ既に移行しているが、その後の環境条件の変化を受

けて、宇宙開発事業団（以下、「ＮＡＳＤＡ」という。）ではプロジ

ェクトの全体像を大きく見直すこととしている。評価指針では、環

境条件が大きく変化した場合に、実施フェーズの期間中に中間評価

を行うとしている。従って、開発（実施フェーズ）期間中の中間評

価として、本プロジェクトの見直し内容と根拠についての妥当性に

関する評価を行った。 
 
 
３．審議の進め方 
 「我が国の宇宙開発利用の目標と方向性」（平成14年６月26日 宇
宙開発委員会）及び宇宙開発に関する長期的な計画の審議状況を踏
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